

























































活動への意欲を高め、音楽経験を生かして～以下同文。｣ という指導目標を示している。これは､ 音楽授業の中で ｢楽しく｣

































































南 九 州 地 域 科 学 研 究 所　所 報　第 33 号（2017）
実施教材の ｢茶色のこびん｣ は原曲を ｢LittleBrownJug｣ という。アメリカ合衆国で1869年に出版された。日本にはグ








































②吹奏楽の Jazz アレンジ CDを鑑賞する。
















































































































































































































































































南 九 州 地 域 科 学 研 究 所　所 報　第 33 号（2017）
◯「あまり楽しくなかった」と回答した児童
女子児童 ・最初は出来たが、あとから（記憶して演奏）出来なかった。
おわりに
今回の授業は音楽授業の器楽分野において、教科書を基にしたオリジナルの合奏を工夫して児童の表現力を伸ばすことを
意図した授業であった。これら一連の音楽授業は、問題解決学習、体験学習、グループワーク等のアクティブラーニング型
授業であり、児童のモチベーションを基にした学習としては有効な授業法である。教科書ではリコーダーや鍵盤ハーモニカ
を主体に合奏をするが、今回のオリジナルの合奏ではこれらに加えて、管楽器やその他の打楽器を加えて多様な楽器を使用
するなど、児童の興味や関心を引き出すことの出来た授業であった。また、楽器の種類が増えることにより、児童がさらに
小グループ及び単独の演奏を担当することで、演奏の優劣を競うことよりも児童相互が教え合い協力して合奏を作り上げる
効果があった。このことは、アンケートの「協力」「クラス全体」「友達」という言葉の表出がこれらの効果を示している。
今回はこの単元の標準音楽授業時間より３時限ほど余分の時間を費やしたが、その他の音楽授業より効果のあるアクティブ
ラーニング型授業であったと考える。音楽教科指導担当教諭の授業実施後では、「器楽合奏を工夫する音楽授業はこれまで
小学校高学年では実施してきたが、４学年で実施したのは初めてであり、児童の興味関心が高かった。実際には演奏能力が
未熟である児童もいたが、今回は演奏出来たと答えるなど、授業へ積極的に参加していた。４年生でも今後はこのような器
楽授業が実施できるという自信になった。」という感想であった。今回の音楽授業により、児童は曲想を感じ取る力や表現の
技能について、より積極的に学習するモチベーションが増し、楽器の特性や強弱やテンポや旋律の演奏など、音楽の要素に
対する感受性も鋭くなったことが考えられる。児童は今回の音楽授業で歌唱にも積極的な姿が見られたが、器楽は多様な表
現が出来ることが児童にとってさらに魅力的なコンテンツである。一方、器楽授業は楽器の種類が増加に比例して指導時間
が増加することが難しい授業でもある。特に授業実施者は１時限45分で教科書やその他の歌唱指導、授業の導入で毎回約20
分ほどを使用し、実際の器楽授業実施は25分程度で、合奏準備の時間を考えるとリハーサル時間はさらに短い。今回の授業
では、これらを考慮して汎用的器楽授業法に繋げるために、教科書の旋律を加工せず使用して教師の負担を軽減した。授業
における教師の負担軽減については、教師だけでは無く、各楽器の児童リーダーによる指導、助言も必要である。これには、
各楽器が得意な児童の積極的な関与を利用して指導する方法を考えることが必要であり、このことが器楽指導がスムーズに
進行し、授業全体を成功に導く一方法であろう。もちろん、これらの授業計画には、器楽指導の楽器編成や楽譜のパート分
けなど、事前の準備が必要であるが、教師にとって児童の達成感に繋がる器楽合奏の指導経験はその後の音楽授業に必ず生
きてくるであろう。
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